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特定非営利活動法人 草の根援助運動 235-0036 横浜市磯子区中原 1-1-28  http://www.p2aid.com 

高校教員向け開発教育講座   

                                       小野行雄 
 

                                                      

草の根援助運動（P2）は毎年8月、高校の教員向けの開発教育講座を開講しています。

これは財団法人神奈川県高校教育会館が主催する夏季研修講座の一環で、P2 が全面的

にコーディネートを行っています。「ミート・ザ・ファシリテーター」と名付けた 5 日

間にわたる今年の講座には、延べ120人の先生方が参加されました。 

 
「南北問題」を中心に扱う開発教育ワークショップの

要は、注意深く、明るく、しかも大胆に場を盛り上げ

る、ファシリテーターの存在です。今年の研修講座で

は、そのファシリテーターに焦点を当てて、5人のフ

ァシリテーターを迎えました。 
 
 1日目：開発教育協会事務局次長・西あいさんを迎

えての「ビンくんに何が起きたのか」というアクティ

ビティ。日本にいるベトナム難民の子ども、中学生の

ビンくんをめぐるワークショップで、参加者はビンく

んの担任の先生になって関係者にインタビューして

回ります。インタビューは壁に貼られたシートで、父

親、弟の担任、アルバイト先の店長など7人。その情

報を集め、どういうところから問題を解決するのか、

議論が白熱しました。さらにビデオを視聴して理解を

深めました。 
 

2日目：児童労働と取り組むNGO・ACEの事務局

長白木朋子さん。「おいしいチョコレートの真実」は、

チョコレートからフェアトレードや児童労働を考え

る決定版教材。参加者は、日本とガーナの家族になり

切ってのゲームや討論で盛り上がりました。 
 
3日目：開発教育協会事務局長・中村絵乃さんによ

る、「対立から学ぶワークショップ・お試し編」。 
現在アメリカの多くの高校で実際に行われているワ

ークショップの指導者研修で、ロールプレイなども多

く、参加者たちは多少照れながらも熱演。対立の場面

を、ニーズを掘り下げることにより協調していく方法

や、お互いにウィンウィンの理解を得ていく方法など、

多くを学びました。 
 

4日目；かながわ開発教育センターの浜田祐子さん

による「レインボーミッション」。作戦を立てて行動

を起こしていく、その中で異文化の問題に気づいてい

く、というものです。作戦タイムもゲームタイムも、

あちこちでいろいろなアイデアやできごとが起きて、

楽しい時間となりました。ふりかえりの時間をじっく

りとって、参加者は自分の経験したことと現実との対

比や類推、アクティビティそのものの改良点などさま

ざまなポイントから意見を交換しました。 
 
5日目：ファシリテーターは、大阪からこのために

来てくださった佐藤友紀さん。フェアトレードコーヒ

ーをめぐるワークショップを、自然な流れの中でみご

とに進めてくださいました。参加者はみな、教員とし

てというよりは、新たな学びに興奮する参加者として、

前向きに、かつ楽しそうに、話し、発表し、首をひね

っていました。 
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2008年 草の根援助運動 春の連続学習会報告 

TICADⅣは日本の外交にとっても市民社会にとって

も、貴重な機会である。 

２００８．６．５ 第 2 回 TICADⅣとG8 サミット～NGO の提言～ 

講師：稲場雅紀さん  
（特活）アフリカ日本協議会 国際保健分野プログラムディレクター 

 深刻なアフリカの貧困問題の解決について協議する二つの国際会議、第 4 回アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）と G8
サミットがそれぞれ5月、7月に日本で開催されました。  
学習会では、会議開催の意義、会議に対するNGOの期待、危惧、今後のフォローアップなどについて考えました。

 

TICAD は、日本政府、国連、世銀、国連開発計画が

共同主催し、アフリカ開発に関して戦略を話し合う会議

で、1993年のTICADⅠ以来5年に１回開催されている。

90年代の「空白の10年」の間にアフリカは深刻な状況

に陥り国際的な注目を浴びた。その結果、国連を舞台に

ミレニアム開発目標(MDGs)が提案され、アフリカの社

会開発にお金を流すのが世界の潮流となった。そんな中

で日本がホスト役をするTICADの意味がかすんできた。

今回の TICADⅣはどんな TICAD にするのか、会議の

意義を問われる会議となった。 
G8サミットとは 

一方、G8 大国 8 カ国が集まって世界の重要事項を話

し合う会議である。世界人口の11％にも満たない国の代

表が集まり世界の重要事項について勝手に決めるとい

う意味で不当な面を持った集まりである。しかしG8 は

2000年以降、グローバル･イシューにも取組む姿勢を見

せておりこれにも一定のお金を出している。2005 年の

グレンイーグルス以降、市民社会の側もG8 の貧困問題

等グローバル･イシューに対する約束が空約束に終わら

ないよう圧力をかけることが運動の主流になり、議長国

の市民社会が中心となって、取組むべき課題を設定し意

見表明をしている。今回、日本の市民社会も「G8NGO
フォーラム」としてその責任を果たそうとしている。 
元気なアフリカ？ 
TICADⅣで日本政府は「元気なアフリカ」というスロ

ーガンを出した。このスローガンは「病気のアフリカ」

を前提にしている。もしアフリカが病気だとするならば

その原因は欧州の植民地主義によって作られたといえ

る。｢元気なアフリカ｣というスローガンは、植民地主義

の下アフリカが被ってきた被害を隠蔽し、また同じ過ち

が繰り返される危険性をはらんでいる。アフリカは、奴

隷貿易、植民地支配、新植民地主義、構造調整プログラ

ム等があって今のアフリカになった。アフリカにはそう

した踏みにじられた歴史がある。90年代、新植民地主義

と構造調整プログラムが破綻し、アフリカにお金が流れ

なくなった。こうしたお金で生きていた支配階級は、減

ったお金を争奪し合い内戦を展開した。欧米は過去の植

民地主義を反省したわけではないが、この状況を放って

おくと危険と考え、MGDs等により社会開発を行うこと

にし、内戦については国連平和維持軍等を派遣して管理

することにした。こうして 2000 年以降、内戦・危機的

状況は収束してきた。そして最近ここ2, 3年、アフリカ

は新たな地殻変動に見舞われている。一つは中国、イン

ド等新興経済国家の進出が引き起こす経済変動である。

もう一つは90年代から21世紀初頭にかけて、アフリカ

を安定の方向に導いてきた指導者達が交代の時期にさ

しかかっている事である。民主的に混乱なく交代できる

かは難しい課題である。現在、アフリカはこうした過渡

期にある。 
TICAD Ⅳで日本政府は民間投資優先の経済成長を提

案した。しかしこの経済成長は脆弱である。そして脆弱

性の根源には不平等な分配システムと民族･グループの

分断がある。こうした社会にお金を投入して経済成長し

てもグループ間の奪い合いに終わってしまう。市民社会

はそれに対して｢人間の安全保障｣を堅持せよといった。

アフリカには資源に対する投資ではなく人間に対する

投資が必要である。アフリカには適正な分配システムが

なく社会は分裂状況にあるが、それを是正していくため

には、社会の末端までお金を届け、誰でも学校へ通うこ

とができ、病気になった時適切な医療が受けられるよう

な状況を作らなければならない。そのためには MDGs
がきわめて重要である。 
日本の役割 
アフリカが自立しつつ国際社会から対等な経済主体･

政治主体と受け入れられるようにすることをどう実現

していくか。これを実現できるのは今のところ日本しか

ない。欧米はかつての植民地主義を謝罪していないし、

中国やインド等もアフリカ諸国との連携を作れるよう
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な状態にはない。日本がアフリカに対してどう向き合う

か、それがTICADⅣで問われていたことである。 
しかし日本政府の民間投資優先･経済成長路線にはそ

れを支える哲学がない。当初は MDGs の位置付けさえ

なかった。国連の働きかけや市民社会のロビイングもあ

り、会議の結果として発表された TICADⅣ行動計画で

は、経済成長との関連で MDGs の具体的記述を確保す

ることができた。経済成長が貧困削減のために必要なも

のであり、経済成長の成果が最も貧しい人を含む全人口

に裨益されるべきであるという位置付けがされた。 
また、フォローアップ･メカニズムが位置付けられ、 

次回TICADで行動計画の成果を評価できるようにもな

った。市民社会参加の問題については｢パス問題｣が起き

た。貧困問題の取組み等を考えると市民社会は主人公の

役割を果たしているわけだが、市民社会の本会議への参

加が制限された。交渉の結果一定の改善が行われたが、

市民社会の参画については大きな問題を残した。これか

ら G8 があるわけだが、日本の市民社会は、TICAD の

成果を見ながら対応している。2000 年の時に比べると

格段に大きな取組みとなってきている。 
              （要約 高橋俊夫） 

 
２００８．４．２０ 第1回 アフリカ開発会議を通して「貧困と開発」を考える 

ギュスターブ・アサ氏（アフリカ市民委員会議長） 

西アフリカのベナン共和国から 4 月末に来日したギュスターブさんは、TICAD に向け、外務省や国会議員、メディア

に対して提言活動をするために、横浜に1ヶ月間滞在しました。山中、高橋が彼のホームステイを受容れ、P2メンバーと

の交流会や鶴見養護学校訪問が実現しました。 

      

        P2交流会              アフリカの音楽を披露 
鶴見養護学校訪問 

                                           高橋圭子 
ギュスターブさんが、県立鶴見養護学校を訪問しました。小学部の子供たちは大喜びで、握手したり抱き上げてもらっ

たり頬に触れたり、思い思いに親愛の気持ちを表現しました。高等部では、手作りのベナンの旗を振ったり、折鶴や寄せ

書きを作ったりしてくれました。ギュスターブさんはアフリカの神様に捧げる歌を歌ってくれ、生徒達も太鼓を叩いたり

手拍子したりして、一緒に歌い踊り、大いに盛り上がりました。民族衣装の試着もできました。 
ハンディを持った子供達も、黒い肌のギュスターブさんも、距離を置いた目で見られることがないとは言えません。で

も、子供たちとギュスターブさんは、お互いに同じ人間として触れあいました。ギュスターブさんは「アフリカの子供た

ちはこんなに大切にされていない、世界中の子供たちが大切にされる日を作りたい」と、しみじみ語ってくれました。  

山中         古澤                  

①「アフリカ開発会議とアフリカの貧困」：山中悦子（P２共同代表） 

アフリカ開発会議の開催目的、歴史、テーマについて、また、アフリカの貧困の現状につい 
て解説。                  
②「エチオピアのNGO視察報告」：古澤めい（P２事務局） 
NGO-JICA相互研修の検討委員として訪問したエチオピアで視察した、現地NGOやJICA
の取組み報告を通してアフリカの開発を紹介。 
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